
R７中体連岐阜県大会 ソフトボール 

 

１．期  日 令和７年７月２６日（土）、２７日（日）  予備日 ７月２８日（月） 

              雨天順延 問合せは６：００以降 

       監督会議 ８：００  審判・記録会議  ８：１５ 

       開 会 式 行いません  試合開始 ９：００ 

 

２．会  場 富加町半布ヶ丘公園グラウンド 

 

３．規  則  ２０２５年オフィシャルソフトボールルールに準じる。 

 

４．参加資格 ・各地区から選抜された中学校部活動女子チーム 

・女子クラブ１チーム※詳細は「１１．地域スポーツ団体等の参加について」に記載 

 

５．競技方法 ・トーナメント法 ７回戦とする。 

       ・３回１５点、４回１０点、５回以降７点差があれば、コールドゲームを適用する。 

       ・７回終了時に同点の場合は８回からタイブレーカーを適用する。 

       ・本部で協議の上、悪天候により試合続行が不可能と判断した場合 

                 （ア）５回が成立していない場合、ノーゲームとし、翌日再試合とする。 

          （イ）５回以降、コールドゲームを適用する。 

       ・熱中症対策として、３回表、５回裏終了時に３分間の給水タイムを設ける。また、

攻撃時間２０分を目安に、両チームの監督、審判、および県ソフトボール専門部の

申し合わせのもと、給水タイムを設けてもよい。また、準決勝、決勝以外は試合時

間を９０分間（給水タイムを含む）とし、９０分を超えて新しいイニングには入ら

ない。制限時間経過後同点の場合はタイブレーカーを適用する。 

 

６．試合規定 ①使用球はゴムボールの公認球（ケンコー：３号ボール）で、主催者が準備する。 

       ②バットは３号検定バットとする。      

              ③選手の金属スパイク、セラミックスパイクの使用は禁止する。 

       ④背番号を付ける。（主将１０、監督３０、コーチ３１、３２とする） 

 

７．表  彰 優 勝   賞状と優勝旗（持ち回り）とメダルを与える。 

              準優勝   賞状と準優勝盾（持ち回り）を与える。 

       ３位(２校) 賞状を与える。 

 

８．審 判 員 県ソフトボール協会に委嘱する。 

 

９．申し込み 期日までに、下記の宛先の申し込みを行ってください。 

                〒５０９-０２０７ 可児市今渡１１２ 蘇南中学校 若宮暖 

              TEL：０５７４-６２-１０１０  FAX：０５７４-６０- ０３９２ 

              Mail：sonan@school.city.kani.gifu.jp 

       ※参加料（登録選手１名につき１５００円）を大会当日受付で納入すること。 

       ※６月３０日（月）の正午までにプログラム（競技要項）作成用の申込書をメールに

添付して送ること。公印入り申込書は大会当日の受付時に提出する。事前にＦＡＸ

する必要はない。 

       ※監督は、選手名簿を作成して大会関係者に配布する旨を、選手及び保護者に伝え， 

        了承を得る。了承が得られない場合は参加できない。特別な事情がある場合は申し

出ること。 

       ※申込みがされたチームには注意事項が書かれた文書を送付するのでしっかりと確認

するようにしてください。 

 

 



10．留意事項 

①選手は１８名以内とする。（スコアラーの生徒はこの１８名に含める） 

②申し出は監督に限る。 

③ベンチ入場者は選手１８名、監督１名、コーチ２名、引率教員１名の計２２名までとする。登録

選手以外の選手は、自チーム側の応援席にいること。 

④監督を兼務しない引率責任者の服装は、襟付きのシャツ・長ズボン・またはスカートで靴を履く

こと。（T シャツ、サンダルやハイヒールは禁止） 

⑤ユニフォームの背中に個人名を入れる際には、プログラムに掲載の姓名を表示すること。（姓ま

たは名のみでもよいが、ニックネームなどは不可とする。） 

⑥監督・部活動指導員・コーチ・外部指導者（コーチ）のユニフォームの上着は、選手と同色・同

意匠のものとする。裾を外に出すユニフォームの時は、監督・部活動指導員・コーチ・外部指導

者（コーチ）は中に入れるタイプでもかまわない。 

⑦選手が襟付き、またはノースリーブのユニフォームの場合、監督・部活動指導員・コーチ・外部

指導者（コーチ）も同じものを着用する。また、選手が半ズボンの時、監督・部活動指導員・コ

ーチ・外部指導者（コーチ）は同色のズボンで良い。（サイドラインなどがなくてもかまわない） 

⑧選手のサングラスについては、眩惑による危険防止や健康上の目的での使用を認めるが、視野の

狭窄や明るさの減衰による視覚の低下、破損について十分に配慮すること。なお、アイシェード

などは認めない。監督は、選手交代の通告など審判員と会話する時ははずすこと。 

⑨審判・専門部が中体連の大会としてふさわしくない行為（審判・選手に対するアピール・暴言な

ど）を繰り返し行った場合、試合会場から退場とする。 

⑩ フィールディングは各チームとも５分以内とする。第２試合目以降、同会場の場合は行わない。 

⑪次試合のチームの主将は、原則、前試合の４回終了時または試合開始前３０分前にバックネット

裏に集合し、オーダー表を提出するとともに、先攻後攻を決める。 

⑫本大会は東海中学校総合体育大会の予選を兼ね、優勝と準優勝のチームが出場する。 

⑬コーチャーズボックスの一方に、監督・コーチが入ることを可とする。ただし、その際のベンチ

内には、引率責任者、監督、コーチのいずれかが必ずいること。 

⑭メガホンはベンチ内で１つのみ使用可とする。（笛、太鼓、ペットボトル、メガホンやうちわな

どの鳴り物は使用不可） 

⑮競技場の外野及びファール地域フェンスの内側には、校旗（部旗）・横断幕・のぼりなどを掲示

しない。 

⑯試合中は、ベンチ内で写真・動画の撮影は行わない。 

⑰投球時、投手がセットしたらリリースするまで、ベンチもスタンドも応援を中断する。 

⑱ゲーム中の控え選手のピッチング練習は、ファール地域で１組のみとする。捕手は必ずマスク着

用をすること。 

⑲応援席などベンチ外から作戦指示・それにともなう助言はしてはならない。そのような行為が見

られた時は、監督または該当者に注意する。 

⑳試合進行を迅速にするため、試合後のあいさつは、ホームベースをはさんで行う１回のみとする。

審判・相手チーム・ベンチ・応援席への個別のあいさつは重ねて行わない。 

 

11．地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）の参加について 

（１）県大会に地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）枠を１チーム設ける。 

（２）地域クラブの参加は、岐阜県大会からとする。 また、中体連登録及び日本ソフトボール協会の

チーム登録をしており、チーム内に次のいずれかの資格を有する者がいることとする。 

① 公認コーチ１～４（公認指導員・上級指導員・公認コーチ・上級コーチ） 

② 公認準指導員 

③ 岐阜県教育委員会主催 地域指導者育成研修受講者とする（県大会までの適応）。 

（３）県大会出場候補となるクラブチームが複数いる場合には、該当チーム同士の申し合わせにより

出場チーム決定戦を行うこととする。ただし、出場チーム決定戦の期日は６月に開催される「県

中学生大会（兼）全日本・中日本予選会」以降とする。 

（４）（３）の出場チーム決定戦の開催に当たって必要な諸事項は、該当チーム同士の申し合わせに

よって決定することとする。 

（５）８月に開催される「全日本中学生女子大会」及び「中日本総合女子ソフトボール選手権大会」

に出場するクラブチームには、中体連岐阜県大会の出場権はない。 



（６）「学校部活動から移行した地域部活動」や「休日と平日の扱いが異なるチーム」等については、

県ソフトボール専門部での判断により、学校部活動としても扱うことができるものとする 

 

12．組合せ 

・若番が１塁側ベンチ 

・申し込み期限終了後、専門部の抽選により組み合わせを決定します。 

 

13．合同チームの参加に関わって 

  岐阜県中学校体育連盟の「複数合同チーム参加規定」に準じる。ソフトボール競技に関しては以

下の内容を確認すること。 

（１）ユニフォームについて 

①合同チームは、それぞれのチームのユニフォームで参加することができる。ただし、ユニフォー  

ムナンバーは重複してはならない。 

  ②監督、コーチについては、いずれかのユニフォームと同型、同色であればよい。ただし，ユニフ  

ォームナンバーは重複してはならない。 

 ③上記については、生徒及び保護者の負担軽減のための、岐阜中学校体育連盟ソフトボール専門部  

としての申し合わせ事項である。東海大会、全国大会においては、ユニフォームを統一すること

が定められている。 

（２）合同チーム参加規程外で承認されたチームは東海大会出場の権利はない。該当チームが決勝戦

に勝ち上がった場合には、決勝戦と同時刻に、対象のチーム同士による東海大会出場校決定戦を

行う。 


